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　夏になると五条川の桜並木は蝉たちで大にぎわ

いです。 

　まず先頭をきって鳴くのがニイニイゼミです。

チーと控え目に鳴き夏の到来を予感させます。次

にアブラゼミ、クマゼミが鳴き始め本格的な夏の

到来を告げます。 

　蝉は昔から蜻蛉と同様にはかない命の代名詞に

なっています。蛍やトンボは環境の変化に敏感で

すっかり減ってしまいましたが、蝉たちは相変わ

らず元気です。特に炎天下で聞こえてくるアブラ

ゼミの大合唱は夏の暑さをより一層厳しいものに

感じさせます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 
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岩倉市の
            
            
          世
             

★印は保健
休日急病診
岩倉市のホ
健康チェッ
です。 
※毎週金曜
発行業務を

救
　
　
　
受
　
消
　かげろう 

ほたる 

せみ　 し ぐ れ  

市の花／つつじ 



市政の窓 ３ 
いわくら夏まつり市民盆おどり 
平和祈念事業　戦争資料展を開催します 
原爆死没者、戦没者の慰霊と平和を祈念して 
黙とうをお願いします 
岩倉市平和祈念戦没者追悼式を行います 
平和の鐘を鳴らします 
児童館行事「親子チャレンジ教室」 
岩倉市ジュニアオーケストラ定期演奏会を 
開催します 
市民スペース　市民ギャラリー情報 
消防職員を募集します 
市民山の家助成事業 
和泉村の施設などの「岩倉市民割引券」を 
ご利用ください 
教育講演会「心と心のきずな」 
「しつけ」について考えてみましょう 
１０月からのプラスチック製容器包装資源収集 
開始に伴う地区説明会を行います 
岩倉市防犯対策助成金交付制度をご利用 
ください 
指名競争入札結果 
平成１７年度介護保険料の本徴収が始まります 
介護保険制度の改正内容のポイント 
敬老事業が変わります 
岩倉市農業委員会委員一般選挙結果 

岩倉総合高等学校 

…３ 
…４ 
 

…４ 
…４ 
…４ 
…４ 
 

…５ 
…５ 
…５ 
…６ 
 

…７ 
…７ 
…７ 
 

…８ 
 

…９ 
…９ 
…１０ 
…１１ 
…１１ 
…１１ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 
神野町かいわい 

五条川交通少年団交通安全啓発活 
動・道路清掃奉仕・社会を明るくす 
る運動 

学校通信 ２４ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２２ 

１４ 

笑いのすすめ 

知っておきたい健康講座 

岩倉南野球スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

１５ 
工事・建築などの悪質な訪問販売に 
ご注意を 

消費者トラブルに巻き込まれ 
ないために 

１４ 

愛・地球博「岩倉市の日」開催 １２ 

２５ フォトニュース 

ぶらりいわくら再発見 

▲五条町の家庭菜園で実が扇

のような形に広がったなすが

なりました。 

 

暮らしのガイド １６ 

夏の地域安全（防犯）運動 
不用品データバンク 
図書館ニュース 
市民相談 ほか 

ミニミニコンサート ほか 
催し １６ 

手続き １６ 

糖尿病予防の栄養教室 ほか 
健康 １９ 

相談・その他 ２０ 

市民球技大会参加者 ほか 
募集 １８ 

第５期から国民健康保険税がコンビニエンス 
ストアでも納付できます ほか 
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いわくら夏まつり会場および周辺見取図 
自転車置場 

一宮春日井線一宮春日井線 
駐車場駐車場 

一宮春日井線 
駐車場 

N

自動車駐車場 

交通規制区域（午後６時～１０時３０分） 

交通規制区域（午後４時３０分～１０時３０分） 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

鈴井町公民館 

盆おどり会場盆おどり会場 
（第（第2駐車場）駐車場） 
盆おどり会場 
（第2駐車場） 

（第4駐車場） 

（第5駐車場） 

至一宮市 

県道浅野羽根岩倉線 

（駐輪場）（駐輪場） （駐輪場） 

（駐輪場） 

（駐輪場）（駐輪場） （駐輪場） 

（駐輪場） 

総合体育 
文化センター 

はなのき広場はなのき広場 はなのき広場 

花火会場 
（第3駐車場） 

盆おどり会場盆おどり会場 
（第（第1駐車場）駐車場） 
盆おどり会場 
（第1駐車場） 

西市バス停 

（岩倉中学校駐車場）（岩倉中学校駐車場） （岩倉中学校駐車場） 

       

　
岩
倉
市
と
岩
倉
市
商
工
会
は
、
夏
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
い
る
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り
を
開
催

し
ま
す
。 

　
今
年
も
岩
倉
音
頭
・
炭
坑
節
な
ど
お
な
じ
み
の

踊
り
の
他
に
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
・
盆
ダ
ン
ス
な

ど
新
し
い
踊
り
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

　
盆
お
ど
り
終
了
後
に
は
、
花
火
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

●
盆
お
ど
り
曲
目
　
岩
倉
が
好
き
で
す
、
炭
坑
節
、

お
国
お
ど
り
　
ほ
か 

【
お
願
い
】 

　
当
日
は
、
会
場
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
図
の
と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
車
で
の
お
出
か
け
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
た
は
、
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲五条町の

のような形

なりました。

●と　き　 

８月１９日（金）・２０日（土） 

午後７時～ 

※雨天で中止した場合の予備日 

は２１日（日）です。 

●ところ　 

総合体育文化センター駐車場 

（図のとおり） 

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

戦
争
資
料
展 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
年
平
和
の
大
切
さ
と
命
の
尊

さ
を
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し
て
、

戦
争
に
関
す
る
資
料
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た
戦

争
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
当
時
の
世
相
を
テ
ー
マ

に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
広
島
の
原
爆
パ
ネ
ル
も

併
せ
て
展
示
し
ま
す
。 

●
と
き
　
７
月
３０
日
　
〜
８
月
１５
日
　 

　
た
だ
し
、
８
月
１４
日
　
は
市
役
所
の
閉
庁
日
で

す
。 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

戦
争
に
関
す
る
資
料
を
募
集
し
ま
す 

　
今
年
は
戦
後
６０
年
と
、
岩
倉
市
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
を
し
て
か
ら
１０
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
１１
月
の
市
民
文
化
祭
で
戦
争
に
関
す

る
資
料
展
示
と
戦
争
体
験
談
を
聴
く
会
を
行
う
予

定
で
す
。 

　
当
時
の
生
活
用
品
な
ど
貴
重
な
品
物
を
お
貸
し

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。 

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。 

  　 

     

　
原
爆
被
爆

６０
周
年
と
終

戦
の
日
を
迎

え
、
広
島
市
、

長
崎
市
、
国

で
は
、
原
爆

死
没
者
、
戦

没
者
を
慰
霊

し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
式
典
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
も
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々

を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
職
場
や
ご
家
庭
で
敬
け
ん
な

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。 

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式 

８
月
６
日
　
午
前
８
時
１５
分 

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典 

８
月
９
日
　
午
前
１１
時
２
分 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
） 

８
月
１５
日
　
正
午 

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
） 

８
月
１５
日
　
正
午 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。
　 

       

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式 

　
過
去
の
戦
争
で
、
岩
倉
市
で
も
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
さ
れ
た
人
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。 

　
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
繁
栄
は
、
多
く
の

尊
い
犠
牲
者
の
礎
の
う
え
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
岩
倉
市

を
あ
げ
て
追
悼
の
意
を
あ
ら
わ
し
、
恒
久
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、「
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
」

を
催
し
ま
す
。
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

●
と
き
　
８
月
１５
日
　
午
前
１１
時
５０
分
〜
（
１１
時

か
ら
受
付
開
始
、
午
後
１
時
終
了
予
定
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

戦
争
パ
ネ
ル
展
「
原
爆
と
人
間
」 

　
被
爆
者
の
方
々
が
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
パ

ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
８
月
２
日
　
〜
１５
日
　 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。
　 

       

　
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
を
慰
霊
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
鐘
が
、
岩
倉
市
仏
教
会
の
協
力
に
よ

り
、
市
内
各
寺
院
で
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。 

●
と
き
　
８
月
１５
日
　
正
午 

●
と
こ
ろ
　
市
内
各
寺
院 

　
ま
た
、
證
法
寺
（
本
町
）
で
は
、
正
午
よ
り
皆

さ
ん
に
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。 

      

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者 

追
悼
式
を
行
い
ま
す 

平
和
祈
念
事
業 

戦
争
資
料
展
を
開
催
し
ま
す 

原
爆
死
没
者
、戦
没
者
の
慰
霊
と 

平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を 

お
願
い
し
ま
す 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す 

（日） 
（土） 

（土） （火） 

（月） 

（月） 

（月） 

（火） 

（月） （月） 

（月） 

　親子で「紙ヒコーキ」を作ってみませんか。 

　森田幸一さん（東新町在住）を講師に迎え、ケント
紙を使ってヒコーキの作り方を教えていただきます。 
●と　き　９月３日（土）午前１０時～正午 
●ところ　第五児童館 
●参加費　１組６０円 
●定　員　親子３５組　　　　 
●申込方法　参加費を添えて最寄りの児童館にお申
し込みください（定員になりしだい、締め切ります）。 
●問合先　お近くの児童館または、第五児童館（☎
６６―０８１７）まで。 

児童館行事「親子チャレンジ教室」 
もり　た　こう　いち 
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●
市
政
の
窓
●
 

１
）
ま
で
。 

８
月
１５
日
　
正
午 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

　 

      

　
第
５
回
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
毎
年
少
し
ず
つ
団
員
が
入

れ
替
わ
る
な
か
、
新
た
な
曲
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果
を
、
ぜ
ひ
、
お

聴
き
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
４
日
　
開
場
…
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
…
午
後
２
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
指
揮
　
吉
住
典
洋 

●
演
奏
　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

●
曲
目
　
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
、

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ウ
」
／
レ
ハ
ー
ル
、

調
和
の
霊
感
／
ビ
バ
ル
デ
ィ
、
フ
ラ
ン
ス
軍
隊
行

進
曲
／
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス 

●
入
場
料
　
５
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

※
３
歳
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

     

　 

 

平
成
１７
年
度
新
川
流
域
総
合
治
水
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ

ー
ド
フ
ェ
ア 

●
と
き
　
８
月
１６
日
　
〜
２２
日
　 

●
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
３
）
ま
で
。 

岩
倉
総
合
高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
系
列
作
品
展 

●
と
き
　
８
月
２３
日
　
〜
２７
日
　 

●
問
合
先
　
岩
倉
総
合
高
等
学
校
（
☎
３
７
―
４

１
４
１
）
ま
で
。 

美
秋
会
展 

●
と
き
　
８
月
２９
日
　
〜
９
月
４
日
　 

●
問
合
先
　
伊
藤
（
☎
３
７
―
０
４
１
４
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
採
用

す
る
職
員
採
用
候
補
者
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

１
次
試
験 

●
と
き
　
９
月
１８
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
五
条
川
小
学
校 

●
試
験
内
容
　
教
養
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
体

力
測
定
、
作
文 

※
な
お
、
１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
後
日
２
次
試

験
を
行
い
ま
す
。 

受
験
手
続 

●
受
付
期
間
　
８
月
１
日
　
〜
２２
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

●
提
出
書
類
　
岩
倉
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
申

込
書
（
市
指
定
用
紙
） 

●
受
験
票
の
交
付
　
提
出
書
類
を
受
理
し
た
と
き

に
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。 

●
郵
送
に
よ
る
手
続
方
法
　
申
込
書
の
請
求
を
す

る
人
は
、
封
筒
に
「
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受

験
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、
封
筒
に
「
受
験
申
し

込
み
」
と
朱
書
き
し
、
関
係
書
類
と
５０
円
切
手
を

貼
っ
た
受
験
票
（
住
所
・
氏
名
明
記
）
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
（
受
験
申
し
込
み
は
受
付
期
間

内
必
着
で
す
）
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
込
書
の

様
式
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

★
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
ス 

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
ic
h
i.jp
/ 

●
申
込
受
付
　
総
務
部
秘
書
課
人
事
係
（
〒
４

８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
）  

●
給
料
等
　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
、

規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
人
事
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
）
ま
で
。 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト 

ラ
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す 

市
民
ス
ペ
ー
ス 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報 

平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予
定 

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す 

（月） 

（日） 

（火） （火） （月） 

（日） 

（土） （月） 

（日） 

（月） 

（月） 

　親

　森
紙
●
●
●参
●定
●
し込
●
６

児

（注意事項） 

１　地方公務員法第１６条（欠格事項）の規定に該当する人は、受験できません。 

２　学校教育法による短期大学（同等と認める学校を含む）を卒業、又は平成１８ 

　　年３月に卒業見込みの人は受験できません。 

　高校卒業、又は卒業見込みの 
人で、昭和６０年４月２日以降 
に生まれた人 

消　防　職 

試
　
験
　
区
　
分 

採用人数 職　　種 受　　験　　資　　格 

１人 

よ
し
　

ず
み
の
り
　

ひ
ろ 

　広報いわくら７月１５日号で「各地区の

夏まつり・盆おどりの日程」を掲載しまし

たが、今年から東町も夏まつりを開催する

ことになりましたのでお知らせします。 

●と　き　８月５日（金）・６日（土） 

午後６時～９時 

※予備日…８月７日（日） 

●ところ　東町会館前広場 

お知らせ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　岩倉市では、和泉村にある表の施設に宿泊する場合、費用の
一部を補助する「市民山の家助成事業」を行っています。 
●対象　市民の皆さん（小学生以上）が、和泉村の表の施設に
宿泊される場合、年１回（年度）に限り助成します。 
●申請方法 
①事前に表の宿泊施設に直接予約をしてください。 
②予約ができましたら、代表者の印鑑を持参のうえ企画課（５
階）または、情報サロン（１階）で申請してください。その場
で「岩倉市山の家利用券」をお渡しします。 
③利用券を宿泊先にお渡しください。次の金額が割り引きされ
ます。 

●助成金額 
★民宿等…大人・子ども（小学生以上）ともに３，０００円 
★天狗岩ファミリーケビン…１棟につき３，０００円（利用期
間限定） 
★前坂家族旅行村ログケビン…１棟につき２，０００円（利用
期間限定） 
★ホテルフレアール和泉コテージ…食事付の場合１人につき
３，０００円、食事なしの場合１棟につき３，０００円 
●問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）まで。 

　岩倉市と友好都市提携を結んでいる福井県大野郡和泉村の
村内にある九頭竜国民休養地周辺は、「森林浴の森百選」、
「水源の森百選」にも選ばれ、雄大な自然を満喫いただけま
す。暑いこの季節、避暑をかねて森林浴に出かけてみてはい
かがですか。 

０７７９―７８―２３２６ 60人 

※については、利用期間が限定されていますので、ご注意ください。 

※宿泊の予約は、直接、各施設へお問い合わせください。 宿 泊 施 設  
料　　金（1泊2食料金を含む） 

国民宿舎 
パークホテル九頭竜 

中学生以上7,035円～、小学生6,510円～、 
3歳以上の幼児（食事なし）1,680円～ 

０７７９―７８―２５３６ 100人 大人10,500円～ 下山63-2-24
九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 

　　〃　   
（コテージ） 

大人11,550円～ 
40人 

（10棟） 
 〃 〃 

民宿茂兵衛 

民宿木嶋 

民宿林家 

民宿福美 

民宿ふる里 

大人（中学生以上）6,825円～、小学生6,300円～ 

大人（中学生以上）6,500円～、小学生6,000円～ 

大人（中学生以上）7,000円～、小学生5,000円～ 

大人（中学生以上）6,000円～、小学生5,500円～ 

〃 

5月～ 
　10月 

※和泉村天狗岩 

　ファミリーパーク 
ファミリーケビン 
9棟 

九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 
コテージ 

4月下旬～ 
　9月下旬 

朝日18-13 ０７７９―７８―２６０７ 35人 

朝日26-13-1 ０７７９―７８―２６０６ 50人 

朝日35-3-5 ０７７９―７８―２１６３ 35人 

朝日26-32-2 ０７７９―７８―２６１１ 20人 

民宿渓流 〃 朝日26-45-1 ０７７９―７８―２０５５ 30人 

朝日29-13-1 ０７７９―７８―２６４４ 20人 

朝日26-29-1
プチホテル 
PaPaMaMa

大人（小学4年生以上）7,350円～、 
子ども（小学3年生以下）6,300円～ 
※ただし、1泊朝食料金 

０７７９―７８―２２２６ 20人 

※和泉前坂 
　家族旅行村 

ログケビン20棟 

コテージ10棟 

和泉村後野 

朝日前坂 

下山 

15台 

150台 
（大型バス可） 

10台 

０７７９―７８―２２６６ 

０７７９―７８―２２４８ 

０７７９―７８―２５３６ 1年中 

4人用12,000円 

4人用  6,000円 

4人用16,800円 

自炊 

〃 

〃 

和泉村 

角野14-3

民　　宿　　等 住　　所 電　　話 収容人数 

600台 

150台 

10台 

5台 

12台 

20台 

5台 

7台 

3台 

20台 

駐車場 

施　　設　　名 施 設 規 模 所  在  地 駐 車 場 電　　話 利用期間 料金（1泊1棟） 備考 

市民山の家助成事業 
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市
政
の
窓
●
 

　 

      

　
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
福
井
県
大
野
郡

和
泉
村
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
利
用
料
等
の

一
部
を
割
引
す
る
「
岩

倉
市
民
割
引
券
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
割
引
券
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
日
帰
り

な
ど
で
和
泉
村
を
訪
れ

た
時
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
も
の
で
、
表
の
割

引
内
容
に
あ
る
施
設
を

対
象
に
年
間
を
通
じ
て

何
回
で
も
利
用
で
き
、

四
季
折
々
の
和
泉
村
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。 

　
な
お
、
こ
の
割
引
券

は
、
市
内
に
お
勤
め
の

人
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

●
対
象
　
市
内
に
お
住

ま
い
か
、
お
勤
め
の
人 

●
利
用
方
法
　
企
画
課

（
５
階
）
ま
た
は
、
情
報
サ
ロ
ン
（
１
階
）
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
割
引
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。
割
引
券
１
枚
で
５
人
ま
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
割
引
券
と
市
民
山
の
家
助
成
事
業

の
「
岩
倉
市
山
の
家
利
用
券
」
と
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
企
画
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

２
）
ま
で
。
　 

      

　 

      

　
講
師
の
廣
中
邦
充
さ
ん
は
、
一
度
犯
罪
に
手
を

染
め
た
元
暴
走
族
や
非
行
に
走
っ
た
中
学
生
、
高

校
生
、
虐
待
に
あ
っ
て
い
る
小
学
生
な
ど
を
自
分

の
お
寺
（
岡
崎
市
）
に
預
か
り
、
私
財
を
投
じ
共

同
生
活
を
す
る
中
で
、
社
会
復
帰
、
学
校
復
帰
、

家
庭
復
帰
を
図
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
信
念
を
持
っ
て
全
国
を
駆
け
め
ぐ
り
関

係
機
関
に
働
き
か
け
、
講
演
活
動
を
通
し
て
家
庭

教
育
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。
新
聞
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
８
月
２３
日
　
午
前
９
時
２５
分
〜
１１
時
２０

分 ●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
演
題
　
「
心
と
心
の
き
ず
な
」 

●
講
師
　
廣
中
邦
充
さ
ん（
菩
提
山
西
居
院
代
表
） 

●
参
加
費
　
無
料 

●
主
催
　
岩
倉
市
教
育
研
究
会
、
岩
倉
市
小
中
学

校
生
徒
指
導
推
進
協
議
会 

●
問
合
先
　
岩
倉
中
学
校（
☎
３
７
―
１
２
０
８
）

ま
た
は
、
岩
倉
南
小
学
校（
☎
６
６
―
１
０
０
８
）

ま
で
。 

（火） 

和
泉
村
の
施
設
な
ど
の 

「
岩
倉
市
民
割
引
券
」
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

教
育
講
演
会 

「
心
と
心
の
き
ず
な
」 

割引施設等 区分および種類 通常料金 割引額 備考 

割 引 内 容 

高校生 
以下は 
無料 

食材持込 
の場合 

冬期の 
スキー場 
営業期間 
のみ 

利用料金 

５００円 

２５０円 

２００円 

１００円 

３００円 

 １５０円 

１,０００円 

 
７５０円 

１００円 

１００円 

９００円 

 

 

６５０円 

５００円 

 

５０円 ４５０円 

３００円 

 

１００円 ２００円 

３００円 １００円 ２００円 

大人（中学生以上） 

子ども（小学生以下） 

大人 

中学生・高校生 

子ども（３歳以上） 

大人 
（３施設セット料金） 

大人（中学生以上） 

２００円 １００円 １００円 １時間 

５,４００円 １,４００円 ４,０００円 

５,０００円 １,０００円 ４,０００円 

１炉（貸炉、網、炭） 

１炉（貸炉、鉄板、炭） 

３,８００円 

 

１,８００円 ２,０００円 

２,６００円 １,６００円 １,０００円 

1日券（中学生以上） 

子ども券（小学生以下） 

４,０００円 ３,０００円 １,０００円 

２,５００円 １,５００円 １,０００円 

1日券（中学生以上） 

子ども券（小学生以下） 

九頭竜温泉　平成の湯　入浴料 

パークホテル九頭竜　ハーブ湯　入浴料 

ふれあい会館　レンタサイクル　利用料 

アドベンチャーランド中竜　バーベキュー炉　使用料 

歴史の里３施設（郷土資料館、穴馬民俗 
館、笛資料館）入館料 

アドベンチャーランド中竜　入場料 

パークホテル九頭竜　バーベキュー炉　使用料 

九頭竜スキー場　リフト料金 

福井和泉スキー場　リフト料金 

「しつけ」について考えてみましょう 
　「正しいしつけは、子どもへの大切な贈り物」家庭・学校・

地域で子どもの心に伝えることが必要です。今回は、「子ど

もたちに最も必要なしつけ」についてお話しします。 

子どもに我慢することを覚えさせる 
　「厳しい親父だったけれど…」「○○先生には、よくしか

られたけれど…」こんな会話の輪の中に身を置いた経験を、

だれでもお持ちだと思います。「けれど」の後ろに、どんな

言葉が続くのでしょう。「あの厳しさがあったから、あの時

しかられ目が覚めたから、今の自分がある」といった感謝の

気持ちではないでしょうか。 

　安易にモノを買い与えすぎると、子どもは欲しいモノを手

に入れるための努力・我慢・工夫ができなくなります。そし

て、やたらとモノを欲しがり、自分の気持ちを抑えられなく

なってしまいます。ねだられても必要以上にモノを買い与え

ないことが大切です。 

　子どものためを思うなら、お金より、心や愛情を使いまし

ょう。 

　次回は「親の子育て」についてお話しします。 

●問合先　生涯学習課（☎３８―５８１９）まで。 

ひ
ろ
　

な
か
く
に
　

み
つ 
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岩
倉
市
で
は
、
今
年
１０
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

実
施
を
前
に
、
各
地
区
で
次
の
日
程
表
の
と
お
り

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の
収
集
を
正

し
く
行
う
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
当
日
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の

出
し
方
を
始
め
、
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
全
般
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
と
は 

　
商
品
を
入
れ
た
容
器
や
包
装
で
商
品
が
消
費
さ

れ
た
り
、
分
離
さ
れ
た
場
合
に
不
要
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
分
別
に
あ
た
っ
て
は
、

プ
ラ
マ
ー
ク
（
下
）
を
目
印
と

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
マ
ー
ク

が
付
い
て
い
る
も
の
は
、
す
べ

て
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

１０
月
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源 

収
集
開
始
に
伴
う
地
区
説
明
会
を
行
い
ま
す 

地 区 説 明 会 日 程 表  

プラスチック製の容器包装  

※お住まいの地区以外の会場へ出席していただいてもかまいません。 

大市場町 

区　名 と　き ところ 

下本町 第三児童館 

南部中学校体育館 

ボランティア活動センター 

くすのきの家 

東町会館 

中野会館 

大上市場会館 
※合同で実施します。 

中本町 

東　町 

中野町 

本町（上市場） 

本町（北　口） 

本町（門　前） 

西市町 

新柳町 

新柳町１区 

鈴井町 

泉　町 

八剱町 

井上町 

神野町 

石仏町 

北島町 

野寄町 

大地町 

中央町 

川井町 

大山寺町 

稲荷町 

曽野町 

五条町 

南新町 

東新町 

９月４日（日）・１１日（日） 
午前１０時～ 

９月１０日（土）午前９時３０分～ 

８月２１日（日）午前１０時～ 
　　２８日（日）午後２時～ 
９月４日（日）午前１０時～ 

８月２１日（日）午後１時３０分～ 
９月１１日（日）午前１０時～ 
　　１６日（金）午後７時～ 

８月２１日（日）午後７時～ 

８月２０日（土）・２７日（土） 
午後７時～ 

８月２１日（日）午後６時～ 

９月８日（木）午後７時～ 

８月２１日（日）午後１時３０分～ 

８月２３日（火）午後７時～ 

８月２７日（土）午後６時～ 

９月３日（土）午後５時～ 

８月２１日（日）、９月４日（日） 
午前９時～ 

８月７日（日）・２８日（日） 
午後７時～ 

８月２１日（日）、９月３日（土） 
午後７時～ 

８月７日（日）午後７時～ 

８月７日（日）午後７時３０分～ 

８月７日（日）午前１０時～ 

８月２５日（木）午後７時３０分～ 

８月１９日（金）午後７時３０分～ 

８月２６日（金）午後７時～ 

９月１０日（土）午後６時３０分～ 

９月４日（日）午後７時３０分～ 

９月９日（金）午後７時～ 

８月３１日（水）、 
９月７日（水）・１４日（水） 
午後７時３０分～ 

９月１１日（日）午後７時３０分～ 

８月４日（木）午後７時３０分～ 
　　２１日（日）午前１０時３０分～ 
９月１４日（水）午後７時３０分～ 

西市町公会堂 

ふれあいセンター 

ヒューマンアイランド岩倉管理棟コミュニティーセンター 

コープ野村岩倉管理棟コミュニティーセンター 

鈴井町公民館 

泉会館 

八剱会館 

井上会館 

神野会館 

五条川小学校体育館 

みどりの家 

北島町公会堂 

野寄町公会堂 

大地町公会堂 

川井町公会堂 

大山寺説教所 

第四児童館 

 
曽野町公会堂 

８月６日（土）午後７時３０分～ 五条町公会堂 

珊瑚ホール 

第五児童館 

 

ボトル類 ポリ袋、ラップ類 カップ類、パック類 トレイ類 その他 
シャンプー・薬などの 
ボトル 

食品・衣料品などの袋や 
レジ袋・ラップ 

カップめんやプリンなどの 
カップ、卵のパック 

果物・惣菜・生鮮食品などの 
トレイ 

発泡スチロール製緩衝材・ 
キャップ・果物や野菜の 
ネットなど 
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●
１０
月
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源

の
出
し
方
は 

　
ま
ず
、
新
た
に
市
の
指
定
収
集
袋
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
を
市
内
の
取

扱
店
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
市
指
定
の
収
集
袋
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
は
、木
曜
日
（
南
部

地
域
）ま
た
は
、
金
曜
日
（
北
部
地
域
）
に
集
積

場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
（
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み

と
同
じ
収
集
日
・
収
集
場
所
で
す
）
。 

１０
月
か
ら
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
と
一
緒
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
を
出
さ
な
い
で 

　
１０
月
か
ら
は
、
水
曜
日
の
燃
や
し
て
は
い
け
な

い
ご
み
と
一
緒
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

●
１０
月
か
ら
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
と
な
り
ま
す 

　
現
在
、
月
に
１
回
の
地
区
の
分
別
収
集
で
回
収

し
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
に
入
れ

て
集
積
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
１０
月
か
ら
は
、

分
別
収
集
で
の
回
収
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
分
別
収
集
へ 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
収
集
袋
に
は
入
れ
な
い
で
、
引
き
続
き
分
別

収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
１０
月
か
ら
集
積
場
に
出
す
ご
み
と
資
源
は
す
べ

て
市
指
定
の
袋
で 

　
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」
、
「
燃
や
し
て
は

い
け
な
い
ご
み
」
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
資
源
」
は
１０
月
以
降
い
ず
れ
も
市
指
定
の
収
集

袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
の
推
奨
袋

も
「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
の
指
定
収
集

袋
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。
　 

       

　
こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
４
月

１
日
か
ら
開
始
し
た
助
成
金
制
度
で
、
世
帯
で
新

た
に
防
犯
対
策
を
行
っ
た
場
合
、
経
費
の
一
定
額

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
外
国

人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
（
１
世

帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交
換

ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー

ド
プ
レ
ー
ト
等
を
取
り
付
け
る
こ
と 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た
は
、
防

犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等
を
取
り
付
け
る

こ
と 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

ま
た
は
、
照
明
灯
を
取
り
付
け
る
こ
と 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転

車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、
盗
難

防
止
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
く
こ
と 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
（
平
成

１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策
は
対
象
外
） 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
に

記
入
し
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
行

政
課
交
通
防
犯
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
４
）
ま
で
。 

 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

※指 名 競 争 入 札 結 果  
（６月２３日～３０日） 

配水管布設工事（申込１７―３号） 稲荷町地内 伊藤水道工業㈱岩倉支店 １,７８５,０００ 

中野会館空調設備取替修繕 東町馬出５８番地２ ㈱タテビシ ６７２,０００ ６/２８～７/２５ 

７/　５～９/２２ 

舗装修繕工事（右岸１４―５工区外） 大地町地内 ㈱江口組 ２,８３５,０００ 

公共下水道実施設計業務 旭町地内外 
国際水道コンサルタント㈱ 
中部支社 

２１,０００,０００ ７/５～H１８/３/２０ 

６/２８～８/２６ 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

シ
ボ
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６５
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
介
護

保
険
料
は
、
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
３
年
に
一
度

見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
３
年
目

（
第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
最
後
）
の
年
と
な

り
ま
す
。 

　
平
成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
介

護
保
険
料
は
、
月
額
基
準
額
２
千
９
１
６
円
（
第

３
段
階
の
人
の
月
額
保
険
料
額
）
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
各
段
階
の
介
護
保
険
料
額
は
表
参
照
）
。 

　
平
成
１７
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

が
確
定
す
る
７
月
分
ま
で
を
仮
徴
収
額
と
し
、
前

々
年
の
所
得
で
保
険
料
額
が
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仮
徴
収
額
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
４
月
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し

ま
し
た
の
で
、８
月
分
以
降
の
介
護
保
険
料
額（
本

徴
収
額
）
や
納
付
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、８
月
上
旬
に
「
平

成
１７
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
一
般
的
な
本
徴
収
分
の
介
護
保
険
料
額

は
、
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
… 

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
い
ざ
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
た
時
に
、
「
償
還
払
い
（
利
用
者
が
い
っ
た

ん
全
額
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
９
割
を
払
い
戻
す

制
度
）
」
に
支
払
い
方
法
が
変
更
に
な
っ
た
り
、

通
常
１
割
の
利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
な
ど
の
制
限
が
か
か
り
ま
す
。 

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を
… 

　
現
在
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、 

本
来
の
保
険
料
や
利
用
料
を
支
払
う
と
所
得
が
低

い
た
め
生
活
保
護
の
受
給
が
必
要
と
な
る
が
、
保

険
料
や
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、
生
活
保
護
の

受
給
の
必
要
が
な
く
な
る
場
合
に
、
保
険
料
の
段

階
を
下
げ
た
り
、
利
用
料
の
負
担
の
上
限
額
を
軽

減
し
た
り
す
る
「
境
界
層
措
置
」
と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

福
祉
課
に
申
請
し
て
「
境
界
層
該
当
証
明
書
」
の

発
行
を
受
け
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
災
害
や
著
し
い
所
得
の
減
少
な
ど
の
特

別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
保

険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
生
き
が
い
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

     
 

平
成
１７
年
度 

介
護
保
険
料
の
本
徴
収
が 

始
ま
り
ま
す 

介護保険用語一口メモ 
★仮徴収…保険料を決定する基礎となる市民税の課税・非課税、前年の合計所得金額が確定
するまで、前年度の介護保険料額をもとに、仮の保険料を納付していただくこと。 
※普通徴収（年金天引きでない）の人は前年度の保険料の１２分の４を４～７月に納めていただきます。 
※特別徴収（年金天引き）の人は２月に差し引いた保険料と同じ金額を４・６・８月に支給される年金
からそれぞれ差し引かせていただきます。 

★本徴収…市民税の課税・非課税の別、前年の合計所得金額の確定後、介護保険料額を確定
し、仮徴収額との差額を本徴収期間の各納期に納めていただくこと。 
※普通徴収の本徴収は８月～翌年３月です。 
※特別徴収の本徴収は１０・１２月および翌年２月です。 

※保険料の標準的な額は、第３段階を基準額とし月額２,９１６円となっています。 
　また、この表は、平成１６年度以前に６５歳になった人で、所得段階の変更がない人の保険料月額です。 
　平成１７年度の途中に６５歳になった人などは、本徴収の金額は表よりも高くなる場合があります。 
 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

１７，４００ 

２６，２００ 

３４，９００ 

４３，７００ 

５２，４００ 

1，６００ 

４月 ５月 

仮徴収 本徴収 
合計 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

２，４００ 

２，９００ 

３，７００ 

４，５００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，３００ ４，９００ 

３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ３，６００ ４，０００ 

２，９００ ２，９００ ３，０００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ ２，９００ 

２，８００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ ２，１００ 

1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，４００ 1，８００ 

【普通徴収】（納付書により現金で納めていただくか、口座振替で納入していただく方法） （単位：円） 

第１段階 ２，６００ 

３，９００ 

５，２００ 

６，５００ 

７，９００ 

２，６００ 

３，９００ 

５，２００ 

６，５００ 

７，９００ 

２，６００ 

３，９００ 

５，２００ 

６，５００ 

７，９００ 

３，２００ 

４，９００ 

６，５００ 

８，２００ 

９，７００ 

３，２００ 

４，８００ 

６，４００ 

８，０００ 

９，５００ 

３，２００ 

４，８００ 

６，４００ 

８，０００ 

９，５００ 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

１７，４００ 

２６，２００ 

３４，９００ 

４３，７００ 

５２，４００ 

仮徴収 

区　分 対象者 算出基準 月額保険料 年額保険料 

４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 

本徴収 
合計 

【特別徴収】（受給している年金からあらかじめ徴収する方法） （単位：円） 

第１段階 １７，４００円 １，４５８円 

２，１８７円 

２，９１６円 

３，６４５円 

４，３７４円 

２６，２００円 

３４，９００円 

第２段階 

第３段階 

生活保護受給者および老齢福祉年金 
受給者で世帯全員が市民税非課税 

第４段階 ４３，７００円 本人が市民税課税で合計所得金額が 
２００万円未満 

第５段階 ５２，４００円 本人が市民税課税で合計所得金額が 
２００万円以上 

世帯全員が市民税非課税 

本人が市民税非課税 

基準額×０．５ 

基準額×０．７５ 

基準額 

基準額×１．２５ 

基準額×１．５ 

岩倉市の所得段階別介護保険料 
 

平成１７年度の一般的な介護保険料月額 

」

。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と

い
ざ
介
護

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
９
月
の
老
人
週
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
全
国
的
に
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
岩
倉

市
に
お
い
て
も
、
７５
歳
以
上
人
口
が
１０
年
前
に
比

べ
約
２
倍
の
３
千
人
を
超
え
、
敬
老
事
業
を
従
来

ど
お
り
の
内
容
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
度
か

ら
、
次
の
事
業
に
つ
い
て
対
象
年
齢
の
見
直
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
敬
老
会
】 

　
対
象
年
齢
を
７５
歳
以
上
か
ら
８０
歳
以
上
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
と
き
　
９
月
１９
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

【
高
齢
者
居
宅
訪
問
】 

　
対
象
年
齢
を
８６
歳
以
上
か
ら
９０
歳
以
上
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●
と
き
　
９
月
１３
日
　 

※
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

    

 

敬
老
事
業
が
変
わ
り
ま
す 

（月） （火） 

※
　
　
 

【普

【特

介護保険制度改正内容のポイント 
　平成１２年度の制度施

行後、初めての大幅改正

となる改正介護保険法が

６月２２日に成立しまし

た。この見直しは、原則

として平成１８年４月からの実施となりますが、「施設給付

の見直し」については、今年１０月から実施されます。 

ポイント「施設給付の見直し」 

　在宅と施設の利用者負担の公平性、介護保険と年金給付の

調整の観点から、施設給付の見直しが行われます。 

①居住費・食費の見直し…介護保険３施設（ショートステイ

を含む）における居住費（滞在費）および食費、通所系サー

ビスにおける食費は、保険給付の対象外となります。 

②低所得者に対する配慮…低所得者の施設利用が困難になら

ないよう、負担軽減を図る観点から、「負担軽減措置の継続」

や「施設利用者負担の軽減」等の新たな補足的給付が創設さ

れます。 

　なお、改正内容の詳細については、分かりしだい広報等で

お知らせしていきます。 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

平成１７年７月１０日執行 

岩倉市農業委員会委員一般選挙結果 

■当選者 ■投票結果 

木 村 正 典  

堀 尾 幸 久  

加 藤 豊 光  

　 山 一 男  

三 浦 正 美  

浅 野 　 勲  

関 戸 幸 春  

大 島 義 治  

山 田 長 照  

井 上 康 雄  

伊 藤 峯 雄  

栗 木 　 明  

■開票結果 

男 女 計 

投票率 

有効投票数 

候補者名 

木村正典 １４２ 

１０５ 

１２７ 

１１７ 

１１１ 

１０４ 

１９２ 

４６ 

９３ 

１０７ 

１２５ 

１１２ 

１１６ 

堀尾幸久 

加藤豊光 

　山一男 

三浦正美 

浅野　勲 

関戸幸春 

大島義治 

　安貴美子 

山田長照 

井上康雄 

伊藤峯雄 

栗木　明 

（立候補届出順） 

得票数 候補者名 得票数 

無効投票数 投票総数 

票　数 

６９.０４ ６６.４１ 
％ ％ 

６７.６８ 
％ 

１，４９７ １５ １，５１２ 
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▲おはやしと山車からくり 

▲名古屋コーチン試食 

▼岩倉市ジュニアオーケストラ 

▲いわくら少　年少女合唱団 

▼岩倉民謡舞踊連盟 

▲さんご大正琴同好会 

▼中島屋幟店紹介 

岩倉元気な岩倉をアピール岩倉元気な岩倉をアピール岩倉元気な岩倉をアピール
　７月１０日、愛・地球博長久手会場のあいち・おまつり広場で、「岩倉市
の日」が催されました。演目が始まると雨も止み、多くの人たちが会場を訪
れました。 
　この日、天候が心配されましたが雨が降ることなく１１の演目が披露され、
多くの市民の皆さんの協力で岩倉市を精一杯アピールすることができました。 

のぼり 
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▼岩倉太鼓友の会 

▲いわくら少　年少女合唱団 

▲さん

▲五条川作文コンクール 
　入賞作品朗読 

▲本場のキューバダンス！ 

▲岩倉中学校・岩倉総合高等学校共演「サルサダンス」 

▼岩倉市民吹奏楽団 

元気な岩倉をアアピール元気な岩倉をアアピール元気な岩倉をアアピール
　
の
れま
　こ
多

▲民謡（岩倉民謡会・山口会・藤川会） 

平成17年8月1日 13



 

　
人
間
は
だ
れ
で
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
免

疫
力
や
自
然
治
癒
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お

か
げ
で
病
に
お
か
さ
れ
ず
、
病
気
や
け
が
を

し
て
も
本
来
の
自
分
の
体
の
状
態
に
戻
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

　
人
間
が
健
康
に
生
き
て
い
く
力
に
「
笑
い
」

が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
科
学
的

な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
笑
う
と
体

内
で
は
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

①
が
ん
患
者
さ
ん
に
喜
劇
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

笑
っ
た
後
で
は
が
ん
細
胞
や
、
細
菌
を
駆
除

す
る
白
血
球
の
一
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
増

え
た
。 

②
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
（
※
１
）
の
患
者
さ

ん
に
落
語
を
聞
か
せ
て
笑
っ
て
も
ら
う
と
、

痛
み
と
関
係
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
６

と
い
う
物
質
が
、
半
分
以
下
に
な
っ
た
。 

③
日
本
人
の
９０
㌫
以
上
を
占
め
る
Ⅱ
型
糖
尿

病
（
※
２
）
の
患
者
さ
ん
に
漫
才
を
見
せ
る

と
食
後
血
糖
値
が
下
が
っ
た
。 

④
笑
い
に
よ
っ
て
、
か
ら
だ
の
調
子
を
整
え

る
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
と
れ
、

血
圧
上
昇
物
質
が
減
少
し
、
血
圧
が
さ
が
っ

て
き
た
。 

⑤
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
さ
ん
に
、
漫

才
の
ビ
デ
オ
を
続
け
て
見
て
も
ら
う
と
症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
た
。 

⑥
落
語
を
み
て
笑
っ
た
人
た
ち
の
脳
の
血
流

が
よ
く
な
り
、
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
と
い
う
脳

内
モ
ル
ヒ
ネ
が
増
え
た
。 

　
こ
れ
ら
以
外
に
も
認
知
症
や
う
つ
病
、
風

邪
ま
で
も
笑
い
が
よ
い
効
果
を
上
げ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
笑
い
は
自
然
に
で
て
く
る
大
笑
い
や
ほ
ほ

え
み
だ
け
で
な
く
、
つ
く
り
笑
い
や
思
い
出

し
笑
い
で
も
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
あ
る
実
験
で
、
日
ご
ろ
か
ら
ユ
ー
モ
ア

で
人
を
笑
わ
せ
て
い
る
人
は
、
唾
液
中
の
感

染
症
予
防
イ
ム
ノ
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ａ
が
多
か
っ

た
そ
う
で
す
。
笑
う
こ
と
だ
け
で
な
く
笑
わ

せ
る
こ
と
で
も
体
に
よ
い
影
響
が
あ
る
よ
う

で
す
。 

　
ま
た
、
泣
く
こ
と
に
も
笑
い
と
同
じ
よ
う

に
体
に
よ
い
働
き
が
あ
り
、
涙
は
ス
ト
レ
ス

ホ
ル
モ
ン
を
排
泄
す
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
人
が

健
康
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
に
は
心
の

あ
り
方
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
心
身
の
病
に
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
は
、

テ
レ
ビ
の
お
笑
い
番
組
を
み
て
笑
っ
た
り
、

「
冬
ソ
ナ
」
を
見
て
泣
く
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
心
を
外
に
向
け
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

す
る
豊
か
な
感
情
生
活
を
う
ま
く
実
践
し
、

健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

笑
い
の
す
す
め 

岩
倉
市
医
師
会
　
有
本
裕
子 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

 

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ 

岩
倉
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
岩
倉
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
岩
倉

南
小
、
曽
野
小
の
１
年
生
か
ら
６
年
生
の
野

球
大
好
き
少
年
、
少
女
が
集
ま
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
南
小
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
、

時
に
は
曽
野
小
、
西
小
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
使

用
し
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
が
基
本
で
す

が
、
必
要
に
応
じ
て
土
曜
日
の
午
後
に
も
練

習
し
ま
す
。 

　
対
外
試
合
は
、
地
元
岩
倉
を
中
心
に
尾
張

各
地
、
名
古
屋
や
岐
阜
で
行
い
、
年
間
に
６

年
生
が
５０
〜
６０
試
合
、
５
年
生
が
２０
試
合
、

４
年
生
は
基
礎
練
習
が
中
心
で
、
３
年
生
以

下
は
Ｔ
ボ
ー
ル
で
１５
試
合
程
度
行
い
ま
す
。 

　
野
球
以
外
で
は
、
夏
季
合
宿
キ
ャ
ン
プ
、

冬
季
も
ち
つ
き
大
会
等
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

行
い
ま
す
。 

　
卒
団
生
の
父
兄
が
監
督
・
コ
ー
チ
を
担
当

し
練
習
、
試
合
を
通
じ
て
「
ル
ー
ル
・
マ
ナ

ー
」
を
守
る
こ
と
、
「
チ
ー
ム
プ
レ
ー
」
の

大
切
さ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
、
団

あ
り
　
も
と
　
ひ
ろ
　
こ 

※
１
　
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ 

　
慢
性
で
多
発
性
に
関
節
の
炎
症
を
起
こ

し
て
、
徐
々
に
関
節
が
破
壊
さ
れ
て
い
く

病
気
で
す
。 

　
全
身
の
関
節
に
ひ
ど
い
痛
み
を
起
こ
し
、

進
行
す
る
と
変
形
を
起
こ
し
て
き
ま
す
。

２０
〜
４０
代
の
人
に
起
こ
り
や
す
く
、
発
症

の
割
合
は
４
対
１
で
女
性
に
多
い
病
気
で

す
。 

※
２
　
Ⅱ
型
糖
尿
病 

　
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
る
量
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
肝
臓
や
筋
肉
な
ど
の
細
胞
が
イ
ン

ス
リ
ン
作
用
を
あ
ま
り
感
じ
な
く
な
っ
た

り
す
る
た
め
に
ブ
ド
ウ
糖
が
う
ま
く
取
り

入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
起
こ
る
糖
尿
病
。

糖
尿
病
に
は
他
に
、
す
い
臓
の
イ
ン
ス
リ

ン
を
作
る
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ

ン
が
不
足
し
て
起
こ
る
Ⅰ
型
糖
尿
病
、
遺

伝
子
の
異
常
や
他
の
病
気
が
原
因
の
も
の
、

妊
娠
中
に
発
見
さ
れ
る
も
の
な
ど
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。 

は
い
せ
つ 

ち
　
ゆ 

No.17
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工
事
・
建
築
な
ど
の 

　
　
　
　
　
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を 

　
最
近
、訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
悪
質
な
「
工

事
・
建
築
」
に
関
す
る
被
害
が
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
相
談
室
や
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
寄
せ

ら
れ
る
「
工
事
・
建
築
」
の
訪
問
販
売
に
関

す
る
相
談
件
数
は
、
全
体
と
し
て
は
横
ば
い

の
傾
向
で
す
が
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
が
増
加
し
て
お
り
、
昼
間
家
に
い
る
確

率
の
高
い
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
被
害
に
あ
う

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
一
つ
の
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
言
葉
巧
み
に
不
安
を
あ
お
り
、
不
要
な
工

事
を
契
約
さ
せ
る
こ
う
し
た
商
法
は
、
全
国

的
に
巧
妙
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
「
工
事
・

建
築
」
の
契
約
は
、
品
物
を
購
入
す
る
よ
り

も
契
約
金
額
が
多
額
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

事
例 

　
「
近
く
で
工
事
を
し
て
い
る
の
で
、
無
料

で
点
検
し
ま
し
ょ
う
」
と
工
事
業
者
が
突
然

訪
問
し
て
き
た
。 

　
家
の
中
に
入
り
床
下
や
天
井
裏
な
ど
を
見

て
「
基
礎
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
」
「
雨
漏

り
し
て
い
る
」
な
ど
と
言
い
、
「
す
ぐ
に
工

事
を
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
言

っ
て
契
約
を
迫
ら
れ
た
。 

　
言
わ
れ
る
ま
ま
に
高
額
な
工
事
の
契
約
を

交
わ
し
て
し
ま
っ
た
が
、
解
約
で
き
な
い
か
。 

対
処
方
法 

　
訪
問
販
売
、
通
信
販
売
な
ど
の
商
取
引
に

つ
い
て
定
め
た
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法

律
」
が
昨
年
１１
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
に
よ
り
訪
問
販
売
業
者
に
は
消
費
者

に
対
し
て
最
初
に
業
者
の
名
称
、
販
売
の
目

的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
の
判
断
不
足
に
乗

じ
て
契
約
す
る
こ
と
も
禁
じ
て
い
ま
す
。 

　
突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
は
、
ま
ず
、

業
者
名
や
、
訪
問
の
目
的
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
親
切
そ
う
に
見
え
る
業
者
で
も
、
そ
の

場
で
契
約
す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

「
家
族
に
相
談
し
て
か
ら
後
で
連
絡
す
る
」

と
一
旦
断
っ
て
、
で
き
れ
ば
２
〜
３
社
か
ら

見
積
り
を
取
り
寄
せ
て
価
格
を
比
べ
、
必
ず

書
面
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
契
約
し
て
、
業
者
が
す
ぐ
工
事
を
行
っ
て

し
ま
い
、
工
事
の
終
了
を
理
由
に
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
　
を
妨
害
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
「
訪
問
販
売
」
の
場
合
に
は
、
施

工
後
で
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
も

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
と
な
り
、

工
事
代
金
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
、

さ
ら
に
違
約
金
や
損
害
賠
償
金
も
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
契
約
の
取
り

消
し
を
主
張
で
き
ま
す 

　
消
費
者
契
約
法
に
定
め
る
消
費
者
の
誤
認

を
誘
う
行
為
が
あ
れ
ば
、
契
約
の
取
り
消
し

を
主
張
で
き
ま
す
。 

★
不
実
告
知
…
契
約
の
重
要
事
項
に
つ
い
て

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
。 

★
断
定
的
判
断
の
提
供
…
確
実
で
な
い
こ
と

を
断
定
し
て
告
げ
る
こ
と
。 

★
不
利
益
事
実
の
不
告
知
…
契
約
に
よ
り
消

費
者
が
利
益
に
な
る
こ
と
の
み
を
告
げ
、
不

利
益
に
つ
な
が
る
情
報
を
故
意
に
告
げ
な
い

こ
と
。 

★
不
退
去
…
消
費
者
が
居
宅
か
ら
退
去
す
る

こ
と
を
求
め
て
も
居
座
る
こ
と
。 

★
監
禁
…
事
業
者
が
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
場

所
か
ら
消
費
者
が
立
ち
去
り
た
い
と
望
ん
で

も
、
応
じ
な
い
こ
と
。 

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
お
早
め
に
尾
張
県

民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
―
７
１
―
０

９
９
９
）
、
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
―
５
８

２
２
）
な
ど
身
近
な
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

            

※
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
…
訪
問
販
売
な
ど
で
、

消
費
者
が
商
品
購
入
の
契
約
を
結
ん
で
も
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解

除
で
き
る
消
費
者
保
護
の
た
め
の
制
度
。 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

」
を
守
る
こ
と

「
チ

ム
プ
レ

」
の

大
切
さ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
、
団

員
の
目
線
に
立
ち
、
個
々
の
レ
ベ
ル
（
各
人

の
成
長
度
合
い
）
に
あ
っ
た
指
導
方
法
を
考

え
、
冒
頭
の
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
を
合

言
葉
に
イ
チ
ロ
ー
、
松
井
秀
喜
の
よ
う
に
な

る
こ
と
を
夢
見
て
、
練
習
・
試
合
に
臨
ん
で

い
ま
す
。 

★
将
来
に
向
け
も
っ
と
も
っ
と
野
球
が
好
き

に
な
る
よ
う
に
！ 

★
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
に
な
る
よ
う
に
！ 

　
い
つ
も
体
験
入
団
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
一
度
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
高
柳
（
☎
３
７
―
３
０
０
４
）

ま
で
。 

（※） 

ま
つ
　

い
　
ひ
で
　

き 
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●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

        

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
８
月
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
世
界
に

お
誘
い
し
ま
す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ポ

ッ
プ
ス
・
日
本
歌
曲
な
ど
、
ウ
ク
レ

レ
を
中
心
と
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

演
奏
し
ま
す
。
今
回
は
フ
ラ
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
８
月
２８
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ
　
　

▼
演
奏
曲
　
「
さ
ん
ご
礁
の
彼
方
」

「
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
」
「
ア
ロ
ハ
・
オ

エ
」
「
小
さ
な
竹
の
橋
」
　
ほ
か
　

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
身
体
障
害
者
卓
球
大
会 

 

　 　
愛
知
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館
で

は
、
第
２６
回
身
体
障
害
者
卓
球
大
会

を
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
大
会
は
、
勤
労
身
体
障
害
者

が
、
卓
球
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
体
力
の
維
持
、
ま
た
残
存
機

能
の
向
上
を
図
り
、
社
会
参
加
の
促

進
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
正
し
い
認
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
９
月
１８
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
勤
労
身
体
障
害
者

体
育
館
（
稲
沢
市
祖
父
江
町
祖
父
江

寺
西
１４
―
５
） 

▼
参
加
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
、療
育
手
帳
を
所
持
す
る
人（
視

覚
・
聴
覚
障
害
者
を
除
く
） 

▼
募
集
人
数
　
約
３０
人 

▼
申
込
期
間
　
８
月
１２
日
　
〜
９
月

４
日
　 

▼
競
技
種
目
　
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、
ダ

ブ
ル
ス
戦 

▼
参
加
費
　
無
料 

※
詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、

愛
知
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館
ま
た

は
、
福
祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
る
募

集
ち
ら
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
勤
労
身
体

障
害
者
体
育
館
（
☎
　
９
７
―
６
６

３
０
） 

         

●
第
５
期
か
ら
国
民
健
康
保
険

　
税
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
も
納
付
で
き
ま
す 

  

　
国
民
健
康
保
険
税
が
、第
５
期（
納

期
限
８
月
３１
日
）
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
・
水
道

料
金
以
外
の
市
税
や
、
そ
の
他
、
市

へ
の
納
付
金
な
ど
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納

期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
そ
の
納
付
書
で
、
岩
倉
市

に
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
、
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
・
静
岡
県
内
の
郵
便
局

で
の
納
付
は
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
取
り
扱
い
が
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
次
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
全
国
の
各
支
店
で

も
利
用
で
き
ま
す
。 

　
納
付
書
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
、
５
期

分
か
ら
バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付
書
に
変

更
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
バ
ー
コ
ー

ド
の
な
い
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

                

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
は
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
は
、

お
申
し
込
み
に
な
っ
た
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
便

利
な
口
座
振
替
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
国
民
健
康
保
険
税
の 

　
納
付
書
送
付 

  

　
平
成
１７
年
度
第
５
期
か
ら
第
１２
期

分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（日） 

（金） 

（日） 

★お詫びと訂正★  
　広報いわくら７月１５日号と同時配布しました「地震情報その２」の「災害用伝言ダイヤル１７１」 
の説明に（P１６参照）の不要な記載がありました。謹んでお詫びいたします。 

取り扱いができるコンビニエンスストア 
★セブン―イレブン ★ファミリーマート ★ローソン　　 
★サンクス ★サークルＫ ★ミニストップ　　 
★デイリーヤマザキ ★セイコーマート ★ａｍ／ｐｍ　　 
★ポプラ ★くらしハウス ★生活彩家　　 
★コミュニティ・ストア ★スリーエフ ★セーブオン　　 
★ココストア ★エブリワン ★ＨＯＴ　ＳＰＡＲ　　 
★タイムリー ★スリーエイト  
★ＭＭＫ（マルチメディアキオスク）設置店 ★ＳＰＡＲ（※） 
★ＲＩＣマート（※） 
（※）については、日本信販取り扱いの表示店舗に限ります。 

手続き 

催し  
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▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

３
０
） 

ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
、
５
期

　
平
成
１７
年
度
第
５
期
か
ら
第
１２
期

分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

書
を
８
月
１５
日
　
に
発
送
し
ま
す
。 

　
今
回
発
送
す
る
納
付
書
は
、
前
年

所
得
金
額
等
を
基
礎
に
算
定
し
た
年

税
額
か
ら
す
で
に
通
知
し
た
税
額

（
第
１
期
か
ら
第
４
期
）
を
差
し
引

い
た
額
を
第
５
期
以
降
第
１２
期
ま
で

各
納
期
ご
と
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
税
率
等
に
つ
い
て
は
次
の
税
率
表

の
と
お
り
で
す
。 

                

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
や
市
か

ら
の
補
助
金
と
と
も
に
国
民
健
康
保

険
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
す
。
皆

さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き

の
医
療
費
を
は
じ
め
出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。 

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

（月） 

税率表 

税率等（医療保険分） 税率等（介護保険分） 

所　得　割 

資　産　割 

均等割（１人） 

平等割（１世帯） 

課税限度額 

７．９/１００ 

５５/１００ 

２６，０００円 

２６，０００円 

５３０，０００円 

１/１００ 

５/１００ 

６，５００円 

６，０００円 

７０，０００円 

福祉医療制度をお知らせします  
　市内にお住まいで、健康保険に加入している人を対象に表の医療費を助成しています。 
　申請の方法など詳しいことは、市民窓口課保険医療係までお問い合わせください。 

注１）　入院時の食事代、差額室料などは対象になりません。 
注２）　母子（父子）家庭の母（父）とは 
　　１　配偶者と死別して現に婚姻していない人 
　　２　離婚して現に婚姻していない人 
　　３　配偶者の生死が１年以上明らかでない人 
　　４　配偶者から１年以上遺棄されている人 
　　５　配偶者が精神または、身体の障害により長期にわたって労働能力を失っているため、その扶養を受けることができな
　　　　い人 
　　６　配偶者が法令により、１年以上拘禁されているため、その扶養を受けることができない人 
　　７　婚姻によらないで母または、父となり、現に婚姻していない人 
　問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８―５８０７） ▼

 

乳幼児医療 

障害者医療 

母子家庭等医療 

福祉給付金 

小学校入学前の乳幼児 

身体障害者手帳１～３級 
　　　〃　　　４級（腎臓機能障害） 
　　　〃　　　４～６級（進行性筋萎縮症） 
知能指数が５０以下の知的障害者 
自閉症状群と診断された人 
戦傷病者 
※老人保健法による医療受給者は除く 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第３２ 
条の通院治療を受けている人 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条 
の規定による精神障害者と診断され入院した人 
※アルコール依存症など病名により助成が受けら 
れない場合があります 

１８歳以下の子を扶養している母子家庭の母、父 
子家庭の父（注２） 
母子（父子）家庭の母（父）に扶養されている１８ 
歳以下の子 
父母のいない１８歳以下の子 
※１８歳に達した日の属する年度の末日まで 
※老人保健法による医療受給者は除く 

老人保健法による医療受給者、老人医療受給者で 
一部負担金の支払いが困難と認められる人 
身体障害者、知的障害者、戦傷病者やひとり暮ら 
し、寝たきり、認知症と認められる住民税非課税 
世帯の人など 

保険診療の自己負担分 
・４歳～小学校入学前の第１子については入院 
のみ（注１） 
・平成１７年４月１日から４歳～小学校入学前 
の同一世帯で第２子以降については通院及び入 
院（注１） 

保険診療の自己負担分 

その通院治療に係る保険診療の自己負担額 

その入院治療に係る保険診療の自己負担額の２ 
分の１ 

制　度　名 対　象　者 助成内容など 

保険診療の自己負担分 

医療機関で支払った一部負担金のうち自己負担 
限度額までを助成 
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一 宮社 会保 険 事 務 所  

  

●
国
民
年
金
の
高
齢
任
意

　
加
入
制
度 

  

　
国
民
年
金
で
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
（
原
則

２５
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

年
金
額
を
増
や
し
て
満
額
に
近
づ
け

た
い
人
は
、
６０
歳
か
ら
６５
歳
に
な
る

ま
で
の
間
、
任
意
で
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
４０
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
６５

歳
に
な
っ
て
も
資
格
期
間
を
満
た
し

て
い
な
い
人
は
、
７０
歳
に
な
る
ま
で

の
間
、
不
足
期
間
を
満
た
す
ま
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
６０
歳
を
迎
え
た
後
に
随
時
受

け
付
け
て
お
り
、
申
し
込
ん
で
い
た

だ
い
た
月
か
ら
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
付
加
年

金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑
な
ど 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市

民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
） 

  

●
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
年
金

　
業
務
時
間
延
長
、
休
日
開
庁 

  

　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
平

日
の
昼
間
に
は
相
談
で
き
な
い
人
の

た
め
に
年
金
の
業
務
や
相
談
を
時
間

延
長
、
休
日
開
庁
し
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
時
間
延
長
は
毎
週
月
曜
日

午
後
７
時
ま
で
（
祝
日
、
振
替
休
日

の
場
合
は
翌
日
）
、
休
日
開
庁
は
随

時
行
い
、
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
で
す
。 

※
８
・
９
月
の
日
程
は
表
の
と
お
り

で
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所

（
一
宮
市
新
生
４
―
７
―
１３
） 

▼
持
ち
物
　
相
談
に
つ
い
て
は
、
年

金
手
帳
ま
た
は
、
年
金
証
書
、
印
鑑
、

代
理
の
人
が
お
越
し
の
と
き
に
は
委

任
状
。 

　
手
続
き
の
と
き
は
、
事
前
に
電
話

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所 

 

（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―
１
４
１
１
） 

         

●
市
民
球
技
大
会
参
加
者 

　
　
　
　
　
　 

 

　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
２９

回
市
民
球
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
種
目
等
　
表
の
と
お
り 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、

お
勤
め
の
人
（
原
則
と
し
て
学
生
・

生
徒
の
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
） 

▼
試
合
方
法
　
各
競
技
種
目
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
行
い
ま
す
。 

▼
そ
の
他
　
競
技
中
に
起
き
た
傷
害

は
応
急
処
置
を
し
ま
す
が
、
参
加
さ

れ
る
人
は
あ
ら
か
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
安

全
傷
害
保
険
ま
た
は
、
こ
れ
に
類
す

る
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―

２
２
２
２
） 

　 

一
宮
東
養
護
学
校
（
一
宮
市
丹
羽
字

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

食
事
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣
の
改

N

８月１日（月）･８日（月）･９日（火）･ 

１０日（水）･１１日（木）･１２日（金）･ 

１５日（月）･２２日（月）･２９日（月） 

９月５日（月）･１２日（月）･２０日（火）･ 

２６日（月） 

８・９月の時間延長日および休日開庁日 

時間延長日 
（午後７時まで） 

８月１３日（土）･２０日（土） 

９月１０日（土）･１７日（土） 

休日開庁日 
（午前９時３０分 
～午後４時) 

軟式野球 

ソフトテニス 

卓球 

ソフトボール 

バドミントン 

バレーボール 

テニス 

サッカー 

フットサル 

９月中旬～ 

９月１８日（日） 
予備日９月２５日（日） 

９月１１日（日） 

９月１１日（日） 

９月１８日（日） 

１０月２３日（日） 

１０月１６日（日） 
予備日１０月２３日（日） 

９月２５日（日）～ 

平成１８年２～３月予定 

西小スポーツ広場 

野寄テニスコート 

総合体育文化センター 

中央公園 

総合体育文化センター 

総合体育文化センター 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

総合体育文化センター 

一般男子 

一般男子 
一般女子 

一般男子年齢別 
一般女子年齢別 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 

一般男女 

１チーム 
５，０００円 

１人 
３００円 

１人 
３００円 

１チーム 
５,０００円 

１人 
５００円 

１チーム 
２,０００円 

１チーム（２人） 
８００円 

１チーム 
５，０００円 

未定 

８月３１日（水） 

９月１５日（木） 

８月２８日（日） 

８月２１日（日） 

９月３０日（金） 

８月２８日（日） 

９月３０日（金） 

８月２１日（日） 

未定 

種   目 と　き ところ 対　象 申込期限 参加費 

※フットサルの詳細については後日お知らせします。 

募集  

一
宮
駅 

一宮社会保険事務所 

真清田神社 

音羽１ 

松降 

本町 

裁判所前 

末広２ 

国道１５５号線 

一宮市役所 

公園公園 公園 

裁判所 
名
鉄 

Ｊ
Ｒ 

産
業 

　
体
育
館 

ス
ー
パ
ー 

豊
島
図
書
館
南 
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一
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
平

　
手
続
き
の
と
き
は

事
前
に
電
話

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所 

 

（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―
１
４
１
１
） 

　 

 
●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ひ

　
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
出
演
者 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
１０
月
の
ミ
ニ
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
１
人
ま
た
は
、
１

グ
ル
ー
プ
で
１
曲
を
演
奏
し
て
い
た

だ
く
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
を
開

催
し
、
次
の
と
お
り
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。
　 

▼
と
き
　
１０
月
２３
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
対
象
者
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

勤
め
で
、
１
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ

で
演
奏
で
き
る
人
。
年
齢
、
楽
器
、

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
た
だ
し

カ
ラ
オ
ケ
は
除
く
）
。 

▼
募
集
期
間
　
８
月
１
日
　
〜
３１
日

　 ▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７

０
０
） 

  

●
養
護
学
校
体
験
入
学 

　 

 

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年

度
に
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
入
学

予
定
で
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
養
護

学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。 

一
宮
東
養
護
学
校
（
一
宮
市
丹
羽
字

中
山
１
１
５
１
―
１
☎
０
５
８
６
―

５
１
―
５
３
１
１
） 

★
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に
障

害
の
あ
る
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
９
月
１５
日
　
、
１０

月
５
日
　 

小
牧
養
護
学
校
（
小
牧
市
大
字
久
保

一
色
１
１
２
９
―
２
☎
０
５
６
８
―

７
３
―
７
６
６
１
） 

★
手
足
の
不
自
由
な
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
９
月
１６
日
　
、
１０

月
１８
日
　 

大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡
町
尾

坂
田
１
―
１１
☎
０
５
６
２
―
４
８
―

５
３
１
１
） 

★
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
が
対
象 

★
体
験
入
学
日
…
１０
月
１４
日
　
、
１１

月
１８
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
験
入
学
を
希

望
さ
れ
る
学
校
へ
、
直
接
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
験
入
学
以
外

の
日
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

  

●
愛
知
万
博
後
の
愛
知
青
少
年

　
公
園
計
画
に
対
す
る
意
見 

  

　
愛
知
万
博
長
久
手
会
場
で
あ
る
愛

知
青
少
年
公
園
の
博
覧
会
後
の
公
園

計
画
に
つ
い
て
、
愛
知
県
で
は
昨
年

度
よ
り
検
討
を
進
め
、
中
間
報
告
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
間
報

告
に
つ
い
て
、
県
民
意
見
提
出
制
度

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
）

に
基
づ
き
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
募
集
期
限
　
８
月
１２
日
　（
必
着
） 

▼
広
報
チ
ラ
シ
配
布
先
　
愛
知
県
公

園
緑
地
課
・
市
役
所
都
市
計
画
課 

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
愛
知
県

公
園
緑
地
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
応
募
・
問
合
先
　
愛
知
県
公
園
緑

地
課
（
〒
４
６
０
―
８
５
０
１
（
住

所
不
要
）
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
２

１
１
１
内
線
２
６
１
６
　
０
５
２
―

９
５
３
―
５
３
２
９
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 

  

●
「
木
曽
川
源
流
の
里
を
訪 

　
ね
て
「
水
」
に
つ
い
て
考

　
え
て
み
よ
う
」
親
子
見
学

　
会
参
加
者 

 

　 　
愛
知
県
で
は
、
あ
い
ち
の
水
資
源

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
と
共
催

で
、
小
学
校
高
学
年
の
児
童
を
対
象

に
、
ダ
ム
を
見
学
し
て
木
工
芸
体
験

を
行
う
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。  

▼
対
象
者
　
県
内
の
小
学
校
４
〜
６

年
生
の
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
募
集
人
数
　
２０
組
計
４０
人（
抽
選
） 

▼
開
催
日
　
８
月
２１
日
　 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁 

▼
集
合
時
間
　
午
前
８
時
３０
分 

▼
行
先
　
味
噌
川
ダ
ム
（
長
野
県
木

祖
村
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
等
を
記
入
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
締
切
日
　
８
月
１４
日
　
必
着 

▼
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
８
月
１６
日

　
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

▼
応
募
・
問
合
先
　
愛
知
県
企
画
振

興
部
土
地
水
資
源
課
（
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
６
１
１
７
　
０
５
２
―
９

６
１
―
３
２
９
３
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

 

　 ) 

         

●
糖
尿
病
予
防
の
栄
養
教
室 

  

　
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
病
状
が
進
み
、
多
く
の
合
併
症
を

招
く
病
気
で
す
。 

　
日
本
人
は
欧
米
に
比
べ
て
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
体
質
を
持
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飽
食
時
代
の

今
日
、
患
者
数
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に

増
え
、
こ
の
５０
年
間
に
２０
倍
に
な
り
、

今
や
誰
も
が
糖
尿
病
予
備
軍
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
予
防
と
し
て
は
、

食
事
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣
の
改

善
が
大
切
で
す
。 

▼
と
き
　
８
月
２６
日
　
午
前
９
時
３０

分
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄

養
指
導
室 

▼
内
容
　
話
「
糖
尿
病
予
防
と
食
生

活
の
見
直
し
」
、
調
理
実
習 

▼
対
象
　
本
人
ま
た
は
、
家
族
が
糖

尿
病
の
人
、
糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る

人 ▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

▼
申
込
方
法
　
８
月
３
日
　
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す

（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

（日） 

（水） 

（月） 

（木） （金） （金） 

（金） （火） （水） 

（日） 
（金） 

（金） 

（日） 

（火） 

（水） 

軟式

ソフト

卓

ソフト

バドミ

バレー

テニ

サッ

フット

種 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ko
e
 

n
/

koen@
pref. aichi.lg

.jp

　tochim
izu@

pref.aichi.lg
.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　h

ttp
:// 

w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/to
c
h
im
iz 

u
/

ＢＣＧ接種について 
　平成１７年４月１日よりツベルクリン反応検査が廃止され、直接ＢＣ
Ｇ接種に変更になりました。それに伴い、接種年齢が生後３か月～生後
６か月未満までに変更になりました。接種期間が短いため、接種機会を
逃すことのないよう、お気をつけください。 
　また、この改正に合わせて岩倉市では、生後６か月に達するまでの期
間に医学的に接種が不適当であると判断された乳児について、医師会等
関係機関と協議した結果、医師による医学的判断に基づいて、１歳に達
するまでの期間にＢＣＧ接種の機会を確保することになりました。その
場合は、個別接種として市内契約医療機関へお出かけいただくことにな
ります。詳しくは保健センターまでお問い合わせください。 
　問合先　保健センター（☎３７―３５１１） ▼

 

※フッ

健康  
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　献血の際には、事前に血液の比重検査のほか、

問診や血圧測定などの検査を行い、総合的に健康

状態を判断してから献血の適否を決めています。 

　とき・ところ　８月２５日（木）市役所 
　受付時間　午前１０時～正午、午後１時～４時 
　問合先　岩倉市献血推進協議会（社会福祉協議
会内☎３７―３１３５） 

　心臓が停止した場合の応急手当として、
心臓にショックを与えて心臓のリズムを正
常な状態に戻すＡＥＤ（自動体外式除細動
器）という機器を、一般の人が使えるよう
になりました。 
　江南保健所では、一般市民の皆さん対象
にＡＥＤの取り扱い講習会を、次のとおり
開催します。 
　と　き　８月２９日（月）午後１時３０
分～５時 
　ところ　江南保健所 
　内　容　救急法の重要性に関する講義、
人形を用いたＡＥＤ（自動体外式除細動器）
の操作実習 
　講　師　昭和病院医師、江南市消防署職
員、江南保健所保健師 
　その他　当日は、動きやすい服装でお出
かけください。　　　　　 
　申込方法　８月２２日（月）までに、電
話・ファクスでお申し込みください。 
　申込・問合先　江南保健所総務企画課
（☎５６―２１５７　５４―５４２２） 

　
 

        ●
夏
の
地
域
安
全（
防
犯
）運
動 

  

　
夏
休
み
の
こ
の
時
期
は
、
少
年
た

ち
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
事
件
、

女
性
に
対
す
る
ち
か
ん
に
よ
る
性
犯

罪
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
最
近
は
、
自
動
車
盗
、
車
上

ね
ら
い
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
窃
盗

犯
罪
、
高
齢
者
な
ど
を
狙
う
「
振
り

込
め
詐
欺
」
や
「
架
空
請
求
詐
欺
」

の
詐
欺
犯
罪
も
多
発
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
事
件
を
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
夏
の
地
域

安
全
（
防
犯
）
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
岩
倉
市
内
で
は
、
各
地
区
ご
と
で

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
件
数
を

減
ら
す
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
さ

ら
に
高
め
ま
し
よ
う
。 

▼
期
間
　
８
月
１
日
　
〜
１０
日
　 

▼
重
点 

★
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
の
浄

化 ★
車
両
関
係
盗
犯
の
防
止 

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
の
防
止 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
守
ろ
う
よ
　
わ
た

し
の
好
き
な
　
ま
ち
だ
か
ら 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  

●
「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

　
に
伴
う
測
量
実
施 

  

　
全
国
の
都
市
部
に
お
け
る
地
籍
整

備
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
の

一
環
と
し
て
、
国
土
地
理
院
お
よ
び

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、

次
の
と
お
り
測
量
を
実
施
し
ま
す
。 

　
作
業
中
、
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。 

▼
期
間
　
９
月
〜
平
成
１９
年
３
月 

▼
対
象
地
域
　
岩
倉
市
全
域 

▼
作
業
内
容
　
①
現
地
調
査
（
公
共

基
準
点
等
の
状
況
調
査
）
②
測
量
作

業
（
基
準
点
の
設
置
お
よ
び
街
区
の

角
等
の
測
量
） 

▼
問
合
先
　
国
土
地
理
院
中
部
地
方

測
量
部
測
量
課
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
担
当
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―

５
５
９
０
）
ま
た
は
、
都
市
再
生
機

構
中
部
支
社
都
市
再
生
企
画
部
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
担
当
（
☎
０
５

２
―
９
６
８
―
３
３
５
３
） 

  

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  
　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
７
月
１４
日
現
在
） 

▼
あ
げ
ま
す
　
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ビ
ー

バ
ス
、
南
小
体
操
服
、
ジ
ュ
ニ
ア
シ

ー
ト
、
製
図
台
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
ク
ー
ハ
ン
　 

▼
求
め
ま
す
　
遊
花
幼
稚
園
制
服
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
服
、
赤
ち
ゃ

ん
用
玩
具(

ガ
ラ
ガ
ラ)

、
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
、
一
輪
車
、
小
型
耕
運
機 

▼
譲
り
ま
す
　
ベ
ビ
ー
歩
行
器
、
空

手
着
　 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
母
子
家
庭
等
就
業
相
談 

　 

 

　
岩
倉
市
で
は
、
母
子
家
庭
・
寡
婦

の
人
の
た
め
、
就
職
や
職
業
能
力
の

向
上
な
ど
就
業
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
金
曜
日
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談

室 ▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
９
） 

。

。

（月） 

（水） 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
宇
宙
探
検
す
ば
る
望
遠
鏡 

 

　
　
　
　
　
　
　
海
部
宣
男
　
監
修 

　
　
　
分
類
　
地
学
・
宇
宙
・
天
文

　 

        

　
宇
宙
の
彼
方
ま
で
見
通
す
力
を
持

つ
、世
界
第
一
の
望
遠
鏡
「
す
ば
る
」

で
見
た
驚
き
の
世
界
。
９
年
に
及
ぶ

建
設
と
、
大
望
遠
鏡
を
生
み
出
し
た

人
々
の
姿
を
描
く
。
す
ば
る
で
撮
っ

た
美
し
い
星
の
写
真
も
掲
載
。 

  

★
へ
い
き
へ
い
き
　 

　
　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎
　
文 

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
通
雅
　
絵 

★
あ
し
た
て
ん
き
に
な
あ
れ
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
菜
々
　
作 

　
　
　
　
　
　
　
永
松
美
穂
子
　
絵 

相 談 
その他 

救急法講習会 
救急車が来るまでにあなたもできる救急手当 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

献血にご協力ください 

か
い
　

ふ
　
の
ぶ
　

お 
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問

状

　
　
　
会

安
全
（
防
犯
）
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

備
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

▼
求
め
ま
す
　
遊
花
幼
稚
園
制
服
、

　 

 
●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
に
不
安
や
心
配
、
悩
み
は

つ
き
も
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
も
、
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
な
い
で

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
　
表
の

と
お
り 

  

●
教
育
相
談
　 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）
　 

  

●
多
重
債
務
者
相
談 

  

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め

の
生
活
再
建
相
談
所
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
た
だ
し
、
９
月

は
第
１
日
曜
日
、
１
月
は
第
３
日
曜

日
の
み
） 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ

ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ

ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生

活
の
見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整
理

後
の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架

空
請
求
、
悪
質
商
法
（
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
書
等
の
借
入
の

分
か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

▼
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ

ラ
あ
し
た
の
会
」
（
☎
０
８
０
―
３

６
２
０
―
７
６
５
４
） 

  

●
寄
付
の
お
礼 

  

　
次
の
と
お
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
・
く

す
の
き
の
家
ヘ 

★
廣
川
幸
次
様 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
画
２
点 

  

●
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送

　
る
運
動
」
協
力
の
お
礼 

  

　
こ
の
度
は
「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を

送
る
運
動
」
に
対
し
、
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
岩
倉
市
で
は
毛
布
１
５
２
枚
、
毛

布
を
送
る
送
料
と
し
て
５
万
８
千
８

０
０
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
今
回
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

心
温
ま
る
毛
布
は
、
ア
フ
リ
カ
の
皆

さ
ん
に
ぬ
く
も
り
と
喜
び
、
そ
し
て

生
き
る
勇
気
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
毛
布
は
、
８
〜
９
月
に
日
本
を
出

港
し
、
秋
ご
ろ
ア
フ
リ
カ
へ
到
着
し
、

ア
フ
リ
カ
の
難
民
、
社
会
的
弱
者
の

皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

▼
問
合
先
　
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送

る
運
動
推
進
委
員
会
（
☎
６
６
―
６

５
６
４
） 

　
　
　
　
　
　
　
永
松
美
穂
子
　
絵 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室
の相談室となっていますので、お気軽に
ご相談ください。 
　なお、各相談は正午から午後１時まで
お昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を
除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
８月　４日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
８月　５日（金）午前１０時～午後３時
３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流
協会） 
「こんにちはコーナー」 
８月　７日（日）午後１時～３時 
８月２１日（日）午後１時～３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
８月　９日（火）午後１時～４時 
８月２４日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休
日は順延）午前９時から、市民相談室で
当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■登記相談 
８月１０日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
８月１１日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
８月１２日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
８月１２日（金）午後１時～４時 
■女性相談 
８月１５日（月）午後１時～３時３０分 
■総合福祉相談 
８月１９日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
８月２２日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの
心の悩みは、一人でくよくよしていても、
何の解決にもなりません。経験豊かなボ
ランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４
時（祝日、振替休日を除く） 

 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

平成１７年７月６日付け 

新助役就任・職員人事異動をお知らせします 
【助役】　赤堀俊之（前消防長） 
　　　　　任期：平成１７年７月６日～平成２１年７月５日（４年） 
　なお、７月１５日号でもお知らせしましたが、岩倉市では、「岩倉市収入役の
事務の兼掌に関する条例」を制定し、収入役を廃止しました。 
職員人事異動 
【部長級】消防長　奥村正光（消防本部総務課長兼消防署長） 
【課長級】消防本部総務課長兼消防署長　小笠原敏夫（消防本部総務課主幹（予
　　　　　防防災担当））　　　　　　　　　　　　※（　　）は旧職名です。 

電話相談 相談場所・問合先 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

や
ま
　
だ
　

か
ず
　

ゆ
き 

あか　ほり　とし　ゆき 

おく　むらまさ　みつ 

お　がさ　わら　とし　お 
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大
山
寺
町
の
柴
山
佳
之
・
香
さ
ん
の
長

男
徹
太
く
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
ヤ
ン
チ
ャ
で
元
気
い
っ
ぱ

い
の
テ
ッ
君
。
ニ
コ
ニ
コ
、
プ
ン
プ
ン
、

メ
ソ
メ
ソ
と
色
ん
な
お
顔
で
父
さ
ん
と
母

さ
ん
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

お
し
ゃ
べ
り
も
上
手
に
な
っ
て
き
た
ね
。
 

 
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

心
も
体
も
デ
ッ
カ
ー
イ
人
に
な
っ
て
ね
。
 

し
ば
や
ま
よ
し
ゆ
き 

か
お
り 

徹
太
く
ん 

て
っ
　
た 

岩倉鳴子おどりの会「五条川桜」 

「ど真ん中祭り」に向けて 「ど真ん中祭り」に向けて 「ど真ん中祭り」に向けて 
　岩倉鳴子おどりの会では、昨年１１月に「よさこい踊

りチーム　五条川桜」を設立し、８月２７日（土）、２８

日（日）に開催される「第７回にっぽんど真ん中祭り」

に向けて毎週月曜日と木曜日に練習に励んでいます。 

　ど真ん中まつりには、「鳴子を使い、地元の民謡を取

り入れる」などの出場条件があり、チーム「五条川桜」

は、岩倉の地域文化を「おどり」と「音楽」と「衣装」

に盛り込んで、本番に臨みます。 

　岩倉鳴子おどりの会実行委員代表の千原真知子さんに

は、「岩倉で鳴子の祭りを開催して岩倉の活性化につな

げたい」という大きな夢があり、そのために、「若い人

にもどんどん参加してもらって、各世代のチームが作れ

るようにしたい」と話してくださいました。 

　「にっぽんど真ん中祭り」の本番にぜひお出かけくだ

さい。 

●問合先　千原（☎３７―０４６０）まで。 

「ど真ん中祭り」五条川桜のメインステージ 

●と　き　８月２７日（土）　１２：４５～ 

●ところ　久屋大通公園（名古屋市中区）会場メインス

テージ 

ち はら  ま   ち   こ 
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自主防災組織活動に積極的に参加しよう

いつ起きても不思議ではない東海地震！
く り　は ら　　　  ゆ う　き ち 

●あいち防災リーダー　　栗原　勇吉 
自主防災組織の活動 

　
稲
荷
町
の
加
藤
和
弘
・
友
紀
さ
ん
の
長

女
優
奈
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
優
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
１
年
。
病
気
も

せ
ず
、
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
て
パ
パ
・

マ
マ
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
よ
。
 

 
い
つ
も
男
の
子
に
間
違
え
ら
れ
て
た
優

ち
ゃ
ん
だ
け
ど
可
愛
い
お
ち
ょ
ん
ぼ
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
す
っ
か
り
女
の
子
ら

し
く
な
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
沢
山
、
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
し
て
優
し
い

元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
。
 

 
何
よ
り
も
優
ち
ゃ
ん
の
成
長
が
楽
し
み

な
パ
パ
・
マ
マ
よ
り
 

か
　
と
う
か
ず
ひ
ろ 

ゆ
　

き 

優
奈
ち
ゃ
ん 

ゆ
う
　
な 

　「岩倉」をさらに災害に強い町にするためには、市民一
人一人が自主防災組織の必要性を理解し、積極的に行事に
参加しましょう。 

　大地震が起こった場合､被害を最小限にとどめるように、
防災関係機関は全力で救助活動に取り組みます。 
　しかし、地震による大きい災害は火災をはじめ、道路の
寸断、断水、停電などさまざまな被害が広い範囲で起こる
ため、公的な救助活動には限界があります。 
　このようなときに頼りになるのは、地域に住む皆さんが
お互いに協力しあい、地域全体の安全を守るために組織化
された自主防災組織です。 
楽しく参加、自主防災組織活動 
　自主防災組織活動に参加を呼びかけ、防災訓練、防災講
習会などを企画しても、なかなか多くの人に参加してもら
えないのが実情です。 
　多くの人に参加してもらうためには、参加意欲が出る楽
しい内容にする工夫も大切です。 
　例えば、消火器による消火競争、バケツリレー競争、担
架での運搬競争など、防災
に関する種目を取り入れた
「防災運動会」を地域で開
催するのはどうでしょうか。 
　日ごろから自主防災活動
に積極的に参加し、「災害
に強い地域づくり」を目指
しましょう。 

・講習会の開催などにより防災知識を普及する。 
・消火用具や非難、救出のための防災用資機材を準備し、
点検する。 
・家庭や地域内の防災環境をチェックし、防災マップを
作成する。 
・防災訓練（消火訓練や避難訓練）を実施する。 
・災害に弱い立場にある人（災害時要援護者）の状況を
把握し、支援体制を整える。 

・情　報　班　災害に関する正しい情報の収集と住民に
　　　　　　　対する情報の伝達を行う。 
・消　火　班　出火防止のための行動および、初期消火
　　　　　　　活動を行う。 
・避難誘導班　住民を避難所など安全な場所へ誘導する。 
・救出救護班　負傷者の救出、救護活動、救護所への搬送 
・給食給水班　食料や水などの配分、炊き出しなどの給
　　　　　　　食、給水活動を行う。 

平常時は 

災害時は 

「ど真ん中祭り」に向けて 
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元気な岩倉高校生元気な岩倉高校生
市
長
さ
ん
講
演
に
生
徒
感
激
 

　
５
月
１３
日
　
６
限
、
２
年
生
の
総
合
学
習
Ⅰ
の

授
業
で
、
石
黒
靖
明
市
長
に
、
「
高
校
生
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
い
う
題
目
で
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

 

キ
ュ
ー
バ
と
の
友
好
の
掛
け
橋
に
 

　
愛
・
地
球
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
相
手
国
の

キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
踊
り
「
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
」

を
披
露
ま
し
た
。
 

　
７
月
１０
日
　
の
「
岩
倉
市
の
日
」
に
向
け
、
名

古
屋
市
内
で
サ
ル
サ
教
室
を
開
く
キ
ュ
ー
バ
人
、

エ
ル
メ
ス
・
マ
レ
ロ
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
女
子

生
徒
３４
人
と
女
性
教
諭
１
人
で
、
熱
心
に
練
習
を

続
け
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
成
果
を
万
博
会
場

で
思
い
っ
き
り
踊
り
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
岩
倉
中
学
校
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
、
一

生
の
想
い
出
に
の
こ
る
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。
 

難
関
・
情
報
処
理
技
術
者
試
験
に
１６
人
合
格
 

　
４
月
に
実
施
さ
れ
た
、
国
家
資
格
、
基
本
情
報

処
理
技
術
者
試
験（
合
格
率
全
国
平
均
で
約
１３
㌫
）

に
濱
洲
達
也
君
（
３
年
・
岩
倉
中
学
校
出
身
）
を

は
じ
め
３
人
、
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
試
験
（
同
約
３０
㌫
）
に
中
島
良
枝
さ
ん
（
３

年
・
岩
倉
中
学
出
身
）
を
は
じ
め
、
１３
人
の
合
格

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
両
資
格
と
も
に
、
国
家
試
験
の
中
で
も
、
特
に

人
気
の
あ
る
、
高
い
レ
ベ
ル
の
資
格
検
定
で
す
。
 

（金） 

（日） 

濱洲君より 

　昨秋の初級システムアドミニストレータ試験に続いて合格す
ることができ、本当に嬉しいです。努力した甲斐がありました。 

　最初は、偉い人が来て、どん

な話をするのか緊張していたけ

ど、市長さんの実直な人柄に感

動しました。話を聴けてよかっ

たです。（女子生徒） 

は
ま
　
す
　
た
つ
　
や 

な
か
　

じ
ま
　

よ
し
　
え 

岩倉総合高等学校 
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岩
倉
総
合
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
校
の
情
報 

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp
://w

w
w
.iw
a
ku
ra
-h
.a
ic
h
i-c
.e
d
.jp
/



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　７月１１日から始まる夏の交通安全県民
運動を前に、７月２日五条川交通少年団員
２７人が交通安全看板作りや高齢者宅訪問
など、江南警察署の協力のもと交通安全啓
発活動を行いました。 
　高齢者宅訪問では、団員が３人１組とな
ってを訪問し「交通事故に気をつけて、安
全に過ごしてください」と交通安全を呼び
かけ、啓発物品を手渡しました。 

交通事故に気をつけましょう 
～五条川交通少年団交通安全啓発活動～ 

　７月２日、３日に、希望の家で、子ども会連絡協
議会が地域のリーダーの育成を図ることを目的とし
て、年少リーダー研修を行い、小学校５年生４２人
が参加しました。 
　この日は、子ども会の先輩である中・高校生１０
人が先生として参加し、２日はキャンプファイヤー
などをして楽しみ、３日は早朝に希望の家から自然
生態園までごみ拾いをしました。 
　子どもたちは、「なんで田んぼや道路に空き缶や
吸殻が落ちているんだろう？　ごみを捨てるような
大人には絶対にならない」と話していました。 

地域のリーダーをめざして 
～道路清掃奉仕～ 

 

　７月の社会を明るくする運動強調月間の一貫
として、７月１日、江南保護区岩倉市保護司会
の皆さんなど４３人が、街頭啓発活動を行いま
した。 
　「社会を明るくする運動」とは、犯罪のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。 
　この日、岩倉駅や市内のスーパーでうちわを
配りながら、「大人も子どもも夢や希望を持っ
て、明るい地域になるように」と、呼びかけて
いました。 

みんなが笑顔の世の中に 
～社会を明るくする運動～ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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　休日急病診療（向井研　岩倉耳鼻咽喉科） 

　休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★BCG

★風しん　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★BCG

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★８か月児育児教室　★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 
 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

土 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，470人（＋79人） 
            男性/24，145人（＋34人） 
            女性/24，325人（＋45人） 
          世帯数/19,548世帯（＋61世帯） 
                （7月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～神野町かいわい～ 

　五条川小学校近くの五条川右岸を南に向かって歩いていると、

２柱の碑が並んで建てられているのに気が付きました。碑には

それぞれ、「山神」（写真右）「庚申」（写真左）と刻まれて

います。 

　山神は春に山から里に下って田の神となり、豊かな実りをも

たらす神として各地で信仰されています。脇の立て札には、も

ともと現在の給食センターのあたりに祀られていたものが、こ

の場所に移されたことが書かれています。 

　庚申塚は、奈良時代から今に続く、６０日に一度巡ってくる

干支の庚申にあたる日にお参りして健康長寿を願う信仰です。

市史によると庚申の日の夜に、身を慎んで徹夜の守をする「守

庚申」と呼ばれる行事も行われていたそうです。庚申塚は、他

にも大市場、門前、中本町、稲荷、東市場など市内数か所に祀

られています。 

　仲良く並んで祀られた２柱の碑は、災いを除くことを願って、

地元の人たちに大切にされています。 
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